
(2)ナノ・ノード：

超高速スイッチ等を
集積化した高機能光

ルーティングを実現

(2)ナノ・ノード：
超高速スイッチ等を

集積化した高機能光

ルーティングを実現

ナノスケールの光回路

による並列処理が可能

ナノスケールの光回路

による並列処理が可能

(1)ナノ伝送：

小型・省電力、高効率な
中継伝送を実現

(1)ナノ伝送：
小型・省電力、高効率な

中継伝送を実現

(3)ナノ・インターフェー

ス：高効率なIT/ネットワ
ーク統合システムの実現

(3)ナノ・インターフェー
ス：高効率なIT/ネットワ

ーク統合システムの実現

空間的な多重化により高

効率な光信号処理が可能

空間的な多重化により高

効率な光信号処理が可能
光のナノスケール化により、

高効率光/電気変換が可能

光のナノスケール化により、

高効率光/電気変換が可能

ナノ構造

少なくとも一辺が数10ナノメートル

（nm）程度の構造、またはその配列

数10nm

数10nm

ナノ構造における光・電子
の混合効果

ナノ構造における光・電子
の混合効果

数10n m

誘電体

金 属

ナノ光配線

ナノ構造による光の閉じ
込め効果

ナノ構造による光の閉じ
込め効果

入射光 出射光

ナノ構造による電子の閉
じ込め効果

ナノ構造による電子の閉
じ込め効果

電子のエネ
ルギー差に
相当する波
長の光を選
択的に制御

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： ナノ技術を活用した超高機能ネットワーク技術の研究開発 【総務省】

平成１９年度対象予算： １２３百万円

（平成１８年度対象予算： １３７百万円）

実施期間： 平成１６～２０年度

（予算総額： ８１１百万円）

＜施策の概要＞
ナノ技術を活用することで、空間
的な多重化等も利用した超大容量伝
送・中継技術、並列処理等による超
高速・多機能ルーティング技術、ワ
イヤレスを含む種々のネットワーク
を統合するための超高効率・省電力
インターフェース技術等の研究開発
を行い、従来の性能を飛躍的に上回
る超高機能ネットワーク技術の実現
に必要な要素技術の確立を図る。

2008年までに次世代超高機能ネットワークの
要素技術の確立を目指す

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 移動通信システムにおける周波数の高度利用に向けた要素技術の研究開発

【総務省】

＜施策の概要図＞

平成１９年度対象予算： ４,２４１百万円

（平成１８年度対象予算： ３,４２６百万円）

実施期間： 平成１７～２１年度

移動通信システムにおける周波数の高
度利用に向けた要素技術として、周囲の
電波利用環境を適切に把握し、ユーザ
が意識することなく、その環境に自律的
に適応する技術（コグニティブ無線技術）
や第4世代移動通信システムにおいて、
全てのユーザが場所や状況に関係なくﾌﾞ
ﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽを享受できるように、周
波数や空間等のリソースを最大限に有
効活用するための技術、安全運転を支
援する車車間通信技術等の研究開発を
行う。

全てのﾕｰｻﾞが場所や

状況に関係なくﾌ ﾛ゙ｰﾄ゙

ﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽを享受でき

るようにする技術

シーン３

その時々の周囲の
電波の利用状況や
ユーザニーズに応
じて、利用者が意
識することなく、シ
ステムが自律的に
変身

シーン２

800MHz帯を
使う端末2.4GHz帯を

使う端末

シーン１

800MHz帯と
2.4GHz帯の
両方を一緒に

使う端末

シーン３

その時々の周囲の
電波の利用状況や
ユーザニーズに応
じて、利用者が意
識することなく、シ
ステムが自律的に
変身

シーン２

800MHz帯を
使う端末2.4GHz帯を

使う端末

シーン１

800MHz帯と
2.4GHz帯の
両方を一緒に

使う端末

第４世代移動

通信システム

路側機

車両接近情報等車両接近情報等

ITS（高度道路
交通ｼｽﾃﾑ）

ｺｸﾞﾆﾃｨﾌﾞ

無線通信
技術

周波数の有効利用の実現

安全運転を支援

する車車間の通

信技術
全てのﾕｰｻﾞが場所や

状況に関係なくﾌ ﾛ゙ｰﾄ゙

ﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽを享受でき

るようにする技術

シーン３

その時々の周囲の
電波の利用状況や
ユーザニーズに応
じて、利用者が意
識することなく、シ
ステムが自律的に
変身

シーン２

800MHz帯を
使う端末2.4GHz帯を

使う端末

シーン１

800MHz帯と
2.4GHz帯の
両方を一緒に

使う端末

シーン３

その時々の周囲の
電波の利用状況や
ユーザニーズに応
じて、利用者が意
識することなく、シ
ステムが自律的に
変身

シーン２

800MHz帯を
使う端末2.4GHz帯を

使う端末

シーン１

800MHz帯と
2.4GHz帯の
両方を一緒に

使う端末

第４世代移動

通信システム

第４世代移動

通信システム

路側機

車両接近情報等車両接近情報等

路側機

車両接近情報等車両接近情報等車両接近情報等車両接近情報等

ITS（高度道路
交通ｼｽﾃﾑ）
ITS（高度道路
交通ｼｽﾃﾑ）

ｺｸﾞﾆﾃｨﾌﾞ

無線通信
技術

ｺｸﾞﾆﾃｨﾌﾞ

無線通信
技術

周波数の有効利用の実現周波数の有効利用の実現

安全運転を支援

する車車間の通

信技術
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戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 未利用周波数帯への無線システムの移行促進に向けた基盤技術の研究開発

【総務省】

無線デバイス等の開発が難しく利用が
あまり進んでいない30GHz超の周波数
帯（未利用周波数帯）において、小型化、
省電力化、低廉化などの課題を克服す
ることにより、容易に電波利用システム
が構築可能な環境を整備する基盤技術
について研究開発を行う。未利用周波
数帯の利用が容易になることで、逼迫
する低い周波数帯の再編成の実施に係
る既存無線局の移行先としての利用や、
新たな広帯域な電波利用システムへの
周波数割当てが可能となる。

平成１９年度対象予算： ２,８４５百万円

（平成１８年度対象予算： ２,１５０百万円）

実施期間： 平成１７～２３年度

②ミリ波帯超長距離通信システム

~~~~
~~~~

~~~~     
~~~~

~~~~
~~~~

~~~~     
~~~~

30-40GHz帯

距離数十km以上

・GaN系HFETを用いた高出力送信技術
・InP系HEMTを用いた高感度受信技術光ファイバー系

村落

山中

谷間

10Gbps無線回線

①基幹用ミリ波帯無線伝送システム ②ミリ波帯超長距離通信システム

~~~~
~~~~

~~~~     
~~~~

~~~~
~~~~

~~~~     
~~~~

30-40GHz帯

距離数十km以上

・GaN系HFETを用いた高出力送信技術
・InP系HEMTを用いた高感度受信技術光ファイバー系

村落

山中

谷間

10Gbps無線回線

①基幹用ミリ波帯無線伝送システム

2-10Gbps程度

③ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信用超高速ﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ信号処理技術

シリコンCMOS超高速
ベースバンド回路

・高速変調

・多重化

・信号圧縮、

・誤り訂正等

f1
f1

f1

f2
f3

・シリコンCMOSを用いた
超高速ﾍﾞ ｽーﾊ゙ﾝ ﾄ゙ ・高周

波混載集積回路技術

ｻー ﾊ゙ ｰ

PC

ﾃﾞｼﾞｶﾒ
高画質ﾃﾚﾋﾞ

2-10Gbps程度

③ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信用超高速ﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ信号処理技術

シリコンCMOS超高速
ベースバンド回路

・高速変調

・多重化

・信号圧縮、

・誤り訂正等

f1
f1

f1

f2
f3

・シリコンCMOSを用いた
超高速ﾍﾞ ｽーﾊ゙ﾝ ﾄ゙ ・高周

波混載集積回路技術

ｻー ﾊ゙ ｰ

PC

ﾃﾞｼﾞｶﾒ
高画質ﾃﾚﾋﾞ

(1)光ﾌｧｲﾊﾞ敷設が困難な山間・僻地等のﾌﾞﾛ ﾄーﾞﾊﾞﾝﾄﾞ通信技術(①図参照)
(2)離島等、離れた場所との通信を可能する基盤技術（②図参照）

(3)無線装置の小型化、低廉化等、より簡易な無線システムの構築技術
(4)電力効率や秘匿性の高いブロードバンド通信用アンテナ技術

(5)ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄ゙ 通信用超高速ベースバンド信号処理技術（③図参照）
(6)高速ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路との集積実装を可能とする機器雑音抑制技術

研究開発の概要

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： ダイナミックネットワーク技術の研究開発 【総務省】

平成１９年度対象予算： １,３５３百万円

（平成１９年度新規）

実施期間： 平成１９～２２年度

（予算総額： ６,５０６百万円）

多種多様なネットワークや端末から構
成される次世代ネットワークにおいて、
最適な通信環境が安定的に提供され、
誰もがネットワーク上に蓄積された情報
に自由にアクセスできる、世界を先導す
るネットワーク技術を開発する。

① ダイナミックネットワーク制御技術
② スケーラブルネットワーク技術
③ ダイナミックディペンダビリティ確保

技術

多様なネットワークが相互に連多様なネットワークが相互に連
携し、新たなアーキテクチャの携し、新たなアーキテクチャの
もと、ひとつのネットワークのもと、ひとつのネットワークの

ように利用できるように利用できる

（１）ダイナミックネッ

トワーク制御技術 （２）スケーラブル

ネットワーク技術

（３）ダイナミックディ

ペンダビリティ確保技術



戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 次世代高効率ネットワークデバイス技術開発 【経済産業省】

平成１９年度対象予算： １,１５９百万円

（平成１９年度新規）

実施期間： 平成１９～２３年度

（予算総額： ６,１００百万円）

ネットワークで伝送されるデータ量の爆発
的増加に伴い、関連機器の消費エネル
ギーが増大している中で、ネットワーク全
体の消費電力量を抑制することが喫緊の
課題であり、消費エネルギーの低減に大
きく貢献するルータ・スイッチの高速化の
ための研究開発を実施するとともに、機器
そのものの消費エネルギーを低減するた
めの研究開発を実施する。

18

プロジェクトの概要

ネットワーク機器の基本構成の中でも高速化・省エネル
ギー化対応の鍵となる技術に集中し、過去のプロジェクト
成果も生かしつつ効果的なネットワーク機器開発を進める
とともに、インパクトの大きな将来技術にも取り組む。

スイッチ 機器内通信
ネットワーク
インターフェイス

ルータ・スイッチ

ネットワークマネージメント

モニタリング

アプリケーション

制御

高速トラフィッ
クモニタリング

40Gbps光入出力スイッチング

スイッチ 機器内通信
ネットワーク
インターフェイス

４０Ｇｂｐｓ

ルータ・スイッチ

ネットワークマネージメント

モニタリング

アプリケーション

制御

高速トラフィッ
クモニタリング

ＣＭＯＳ化光入出力スイッチング

スイッチ 機器内通信
ネットワーク
インターフェイス

ルータ・スイッチ

ネットワークマネージメント

モニタリング

アプリケーション

制御

高速トラフィッ
クモニタリング

40Gbps光入出力スイッチング

スイッチ 機器内通信
ネットワーク
インターフェイス

４０Ｇｂｐｓ

ルータ・スイッチ

ネットワークマネージメント

モニタリング

アプリケーション

制御

高速トラフィッ
クモニタリング

ＣＭＯＳ化光入出力スイッチング




